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　多感な中学生にとって教育旅行（修学旅行）は学
生時代の一大イベントだ。楽しみでもあり、また不
安でもある。非日常の場に身を置き、その土地なら
ではのものに触れ、見て、人と接することで視野が
広がることもある。ここでは充実した教育旅行（修
学旅行）を実施する２校の取り組みを紹介する。

轡田雄介教諭

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
で
食
事
準
備

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
ナ
ー

プレゼン決勝大会

国
立
科
学
博
物
館
を
見
学

退村式後にホストファミリーと

京
都
・
清
水
寺
を
観
光

田中智晴教頭

宿泊したペンションで清掃の手
伝いも行った

民泊先でのなめこ狩り

　
桃
山
学
院
中
学
校
高
等
学

校
（
大
阪
市
、
生
田
耕
三
校

長
）
は
、
１
８
８
４
年
（
明

治

年
）
、
英
国
人
宣
教
師

ら
が
創
設
し
た
学
校
を
ル
ー

ツ
に
持
つ
、
歴
史
あ
る
学
校

だ
。
今
も
キ
リ
ス
ト
教
精
神

に
の
っ
と
り
、
「
自
由
と
愛

の
精
神
」
に
基
づ
い
た
学
び

の
場
を
提
供
。
生
徒
一
人
一

人
の
多
様
な
可
能
性
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
学
力
と
共
に

社
会
性
を
育
む
教
育
を
行
っ

て
き
た
。
中
学
校
は
、
２
０

０
８
年
、
既
存
の
高
校
に
新

た
に
中
高
一
貫
コ
ー
ス
を
設

け
た
こ
と
に
よ
り
開
設
。
高

校
の
自
由
で
民
主
的
な
校
風

を
受
け
継
ぎ
生
徒
会
活
動
な

ど
が
活
発
だ
。
「
締
め
付
け

る
こ
と
を
嫌
う
学
校
な
の

で
、
生
徒
た
ち
も
自
由
で
の

び
の
び
と
個
性
豊
か
に
育
っ

て
い
る
」
と
田
中
智
晴
中
学

校
教
頭
は
話
す
。

　
同
校
の
特
色
の
一
つ
は
学

校
行
事
の
多
さ
だ
。
体
育
祭

や
文
化
祭
な
ど
は
生
徒
が
主

体
と
な
っ
て
じ
っ
く
り
準
備

を
行
っ
た
上
で
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
遠
足
や
登
山
、
磯

実
習
な
ど
の
機
会
も
豊
富
。

さ
ら
に
各
学
年
と
も
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
や
キ
ャ
リ
ア
キ
ャ

ン
プ
な
ど
の
宿
泊
行
事
を
年

２
回
ず
つ
行
っ
て
い
る
。
　

　
修
学
旅
行
も
そ
の
う
ち
の

一
つ
。
昨
年

月
に
実
施
し

た
修
学
旅
行
に
は
３
年
生
３

ク
ラ
ス
１
２
０
人
が
参
加
。

４
泊
５
日
の
日
程
で
、
北
関

東
と
東
京
、横
浜
を
巡
っ
た
。

１
日
目
は
群
馬
県
の
富
岡
製

糸
場
を
見
学
し
た
後
、
同
県

み
な
か
み
町
周
辺
で
民
泊
。

２
日
目
は
民
泊
先
で
農
業
体

験
や
料
理
体
験
な
ど
実
施
。

３
日
目
は
栃
木
県
で
那
須
ハ

イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
と
日
光
江

戸
村
に
分
か
れ
て
自
由
研
修

を
行
い
、那
須
高
原
に
宿
泊
。

４
日
目
は
日
光
東
照
宮
を
訪

れ
た
後
、
東
京
に
移
動
し
て

国
立
科
学
博
物
館
の
見
学
や

横
浜
で
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
デ

ィ
ナ
ー
を
体
験
。
５
日
目
は

横
浜
・
鎌
倉
エ
リ
ア
で
グ
ル

ー
プ
別
自
由
研
修
を
行
う
と

い
う
日
程
。
こ
の
旅
程
は
、

３
年
生
全
員
に
よ
る
旅
行
プ

ラ
ン
作
成
と
プ
レ
ゼ
ン
大
会

に
よ
る
投
票
で
決
め
た
。

　
生
徒
に
よ
る
旅
行
プ
ラ
ン

作
り
は
、
中
学
校
開
設
時
か

ら
始
ま
っ
た
。
「
新
し
い
中

高
一
貫
校
と
し
て
差
別
化
を

図
る
中
で
、
学
業
面
だ
け
で

な
く
学
校
行
事
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
、
社
会
性
を
育
て

ら
れ
る
学
校
を
作
ろ
う
。
そ

の
一
環
と
し
て
生
徒
自
身
が

決
め
る
修
学
旅
行
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
取
り

組
み
が
始
ま
っ
た
」
と
田
中

教
頭
は
振
り
返
る
。

　
生
徒
よ
る
修
学
旅
行
づ
く

り
の
一
連
の
流
れ
は
開
始
当

初
か
ら
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な

い
。
中
学
２
年
生
の
１
学
期

に
、
修
学
旅
行
の
予
算
を
提

示
。
３
、
４
人
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
日
本
国
内
で

の
３
泊
４
日
の
旅
行
プ
ラ
ン

作
り
を
開
始
す
る
。
旅
行
会

社
の
社
員
に
来
校
し
て
も
ら

い
、
飛
行
機
を
利
用
す
る
場

合
に
搭
乗
手
続
き
に
必
要
と

な
る
時
間
な
ど
、
旅
行
プ
ラ

ン
づ
く
り
の
基
本
的
な
知
識

や
情
報
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
の
情
報
収
集
な

ど
を
行
い
、
行
き
先
や
体
験

内
容
、
交
通
手
段
な
ど
を
詳

細
ま
で
作
り
込
ん
で
い
く
。

例
え
ば
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

は
、
立
地
や
ア
ク
セ
ス
だ
け

で
な
く
、
団
体
受
け
入
れ
の

可
否
や
団
体
料
金
、
旅
行
実

施
予
定
時
期
の
空
き
状
況
な

ど
も
、
実
際
に
問
い
合
わ
せ

を
行
う
綿
密
さ
だ
。「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
は
出
て
こ
な
い

情
報
を
問
い
合
わ
せ
た
り
、

自
分
だ
け
で
な
く
み
ん
な
も

楽
し
め
る
か
考
え
た
り
。
修

学
旅
行
と
い
う
皆
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
行
事
だ
か
ら
こ

そ
、
自
発
的
に
考
え
、
調
べ

る
。
ま
さ
に
『
究
極
の
探
究

活
動
』
だ
」
と
田
中
教
頭
。

　
半
年
ほ
ど
か
け
て
プ
ラ
ン

を
作
り
上
げ
た
後
は
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
と

練
習
を
重
ね
、
予
選
会
で
ク

ラ
ス
代
表
を
決
定
。
２
年
生

の
学
年
末
に
学
年
で
の
決
勝

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会

を
行
い
、生
徒
、教
員
、
旅
行

会
社
社
員
に
よ
る
投
票
で
旅

行
プ
ラ
ン
を
決
め
る
。
田
中

教
頭
は
「
沖
縄
や
北
海
道
と

い
っ
た
人
気
の
行
き
先
が
決

ま
る
と
い
う
感
じ
は
な
く
、

い
か
に
し
て
『
自
分
た
ち
の

コ
ー
ス
で
行
き
た
い
』
と
い

う
熱
意
と
面
白
さ
を
見
せ
る

か
、
プ
レ
ゼ
ン
力
も
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
て
い
る
」と
み
る
。

　
優
勝
し
た
旅
行
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
旅
行
会
社
が
日
程
な

ど
の
調
整
を
行
い
、
教
員
が

下
見
を
行
っ
た
上
で
最
終
的

な
旅
程
を
固
め
る
。
昨
年
の

場
合
は
、
民
泊
先
に
予
定
し

て
い
た
栃
木
県
の
大
田
原
が

手
配
の
都
合
で
み
な
か
み
に

変
更
に
な
っ
た
ほ
か
、
下
見

を
し
た
教
員
か
ら
「
民
泊
の

時
間
が
少
な
い
の
で
は
」
と

の
提
案
を
受
け
た
生
徒
た
ち

が
民
泊
を
２
泊
に
変
更
し
た

も
の
の
、
お
お
む
ね
生
徒
の

プ
ラ
ン
通
り
と
な
っ
た
。

　
田
中
教
頭
に
よ
る
と
、
１

年
生
の
宿
泊
行
事
の
こ
ろ

は
、時
間
を
守
る
こ
と
な
ど
、

集
団
行
動
の
い
ろ
は
を
教
員

が
指
導
す
る
こ
と
が
多
い
と

い
う
が
、
修
学
旅
行
で
は
生

徒
た
ち
も
集
団
行
動
や
班
別

行
動
の
要
点
を
し
っ
か
り
理

解
し
て
お
り
、
ト
ラ
ブ
ル
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
「
３
年
間

の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
集
大

成
と
し
て
、
教
員
も
生
徒
た

ち
と
一
緒
に
純
粋
に
楽
し
ま

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
田

中
教
頭
は
笑
う
。

　
生
徒
主
体
で
の
修
学
旅
行

に
よ
り
、
探
究
的
な
学
び
の

実
践
や
、
自
分
の
考
え
を
形

に
し
て
表
現
す
る
力
の
向
上

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
効
果

が
得
ら
れ
て
お
り
、
同
校
で

は
今
後
も
取
り
組
み
を
継
続

す
る
考
え
。
「
完
成
形
」
と

も
言
え
そ
う
な
同
校
の
修
学

旅
行
に
つ
い
て
課
題
を
尋
ね

る
と
田
中
教
頭
は
、
生
徒
が

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
か
っ
た
り

ネ
ッ
ト
検
索
し
や
す
か
っ
た

り
す
る
行
き
先
や
体
験
メ
ニ

ュ
ー
へ
の
偏
り
を
挙
げ
た
。

実
際
、
四
国
地
方
と
中
国
地

方
は
生
徒
の
プ
ラ
ン
に
な
り

に
く
く
、
修
学
旅
行
先
に
選

ば
れ
た
こ
と
も
な
い
と
い

う
。
田
中
教
頭
は
「
受
け
入

れ
地
域
に
は
、
『
こ
ん
な
に

面
白
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
』

と
も
っ
と
情
報
発
信
に
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
顔
合

わ
せ

退
村
式
で
生
徒
が
あ
い
さ
つ

　
横
浜
市
南
区
に
校
舎
を
構

え
る
横
浜
市
立
共
進
中
学
校

（
西
田
寛
校
長
）は
、１
９
４

７
年
に
創
立
。み
な
と
み
ら

い
地
区
や
元
町
・
中
華
街
等
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
都
心
部

に
隣
接
し
、そ
の
よ
う
な
立

地
の
特
性
か
ら
国
際
色
豊
か

な
学
校
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
る
。自
ら
学
び
、共
に
進
む

「
自
学
共
進
」を
教
育
目
標
に

掲
げ
、自
他
共
に
大
切
に
し
、

主
体
的
に
学
び
合
う
生
徒
の

育
成
に
力
を
入
れ
る
。

　
同
校
で
は
毎
年
、
特
別
活

動
と
し
て
学
年
ご
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
に
足
を
運
び
、

１
年
次
に
山
梨
で
の
自
然
研

修
、
２
年
次
に
東
京
方
面
ま

た
は
鎌
倉
へ
の
遠
足
を
実

施
。
集
大
成
と
な
る
３
年
次

の
修
学
旅
行
に
向
け
て
、
生

徒
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
探

求
す
る
こ
と
で
、
着
実
に
学

び
を
深
め
て
き
た
。

　
修
学
旅
行
の
目
的
は
、

「
地
域
の
伝
統
文
化
・
暮
ら

し
を
学
び
、知
見
を
広
げ
る
」

と
い
う
異
文
化
体
験
に
あ

る
。
同
校
が
あ
る
横
浜
は
交

通
の
利
便
性
が
高
く
、
欲
し

い
物
も
簡
単
に
手
に
入
る
よ

う
な
地
。
だ
か
ら
こ
そ
、
横

浜
で
の
普
段
の
生
活
で
は
味

わ
え
な
い
よ
う
な
体
験
や
人

と
の
出
会
い
を
通
し
て
知
見

を
広
め
、
豊
か
な
人
間
力
を

育
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い

を
込
め
た
。
加
え
て
、
自
身

の
興
味
関
心
の
開
拓
や
対
人

ス
キ
ル
の
向
上
な
ど
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
要
素
も
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
目
的
を
存
分
に

発
揮
で
き
る
と
し
て
毎
年
修

学
旅
行
に
取
り
入
れ
て
い
る

の
が
、
「
民
泊
体
験
」
だ
。

従
来
は
京
都
・
山
城
地
域
で

行
っ
て
い
た
が
、
今
回
は
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
大
和
飛

鳥
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
協

力
の
も
と
、
充
実
し
た
受
け

入
れ
体
制
が
整
っ
て
い
る
奈

良
・
飛
鳥
地
域
を
滞
在
先
に

選
ん
だ
。

　
事
前
学
習
は
２
年
生
時
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
①
飛
鳥
地
域

②
奈
良
③
京
都
―
の
３
地
域

か
ら
歴
史
、
観
光
産
業
、
文

化
、
食
な
ど
自
分
な
り
に
興

味
を
持
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定

し
下
調
べ
を
行
っ
た
。
ど
う

い
う
場
所
に
行
く
の
か
、
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
を
自
分
で
膨

ら
ま
せ
た
ほ
か
、
疑
問
点
を

書
き
出
し
、
現
地
で
答
え
を

探
っ
た
。

　
今
年
の
修
学
旅
行
は
、
６

月
９
～

日
（
２
泊
３
日
）

に
奈
良
・
京
都
で
実
施
。
３

年
生
１
４
９
人
が
参
加
し

た
。
１
日
目
の
飛
鳥
地
域
到

着
後
か
ら
２
日
目
の
午
前
ま

で
民
泊
体
験
を
行
っ
た
後
、

午
後
か
ら
は
奈
良
公
園
で
の

班
別
行
動
を
実
施
。
３
日
目

は
バ
ス
で
京
都
に
入
り
、
清

水
寺
、
南
禅
寺
な
ど
の
観
光

地
を
ク
ラ
ス
ご
と
に
回
っ
た

後
、
横
浜
に
帰
着
し
た
。

　
民
泊
体
験
は
１
家
庭
に
つ

き
生
徒
３
～
５
人
が
宿
泊
。

飛
鳥
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
「
石

舞
台
古
墳
」
が
あ
る
公
園
で

の
入
村
式
か
ら
始
ま
り
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
顔
合

わ
せ
後
、
各
家
庭
に
向
か
っ

た
。
宿
泊
先
は
一
般
家
庭
か

ら
民
宿
を
営
む
家
庭
ま
で
多

岐
に
渡
り
、
「
短
い
時
間
だ

か
ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
子
ど

も
た
ち
と
向
き
合
い
た
い
」

と
い
う
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
要
望
の
も
と
、
教
員
の
見

回
り
は
最
小
限
。
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
が
ガ
イ
ド
役
を
務

め
、
キ
ト
ラ
古
墳
や
高
松
塚

古
墳
を
巡
る
史
跡
ツ
ア
ー

や
、
着
物
工
房
で
の
着
付
け

体
験
、
飛
鳥
川
で
の
ア
ブ
ラ

ハ
ヤ
釣
り
な
ど
を
一
緒
に
楽

し
ん
だ
。

　
民
泊
の
醍
醐
味

だ
い
ご
み

の
一
つ
、

家
業
体
験
で
は
、
大
和
野
菜

を
牛
乳
ベ
ー
ス
の
だ
し
で
煮

込
ん
だ
飛
鳥
地
域
の
名
物
料

理
「
飛
鳥
鍋
」
を
作
っ
て
食

文
化
を
体
験
し
た
ほ
か
、
焼

き
そ
ば
、
プ
リ
ン
な
ど
生
徒

の
好
物
を
協
力
し
な
が
ら
作

っ
た
。
生
徒
の
柔
軟
性
の
高

さ
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

温
か
い
受
け
入
れ
姿
勢
に
よ

り
す
ぐ
に
解
け
合
い
、
地
域

の
人
々
と
の
直
接
的
な
交
流

を
通
じ
て
そ
の
地
域
特
有
の

文
化
や
風
習
、
日
常
生
活
に

触
れ
る
こ
と
で
、
新
し
い
視

点
や
価
値
観
を
得
た
刺
激
的

な
民
泊
体
験
と
な
っ
た
。

　
２
日
目
の
午
後
、
３
日
目

に
実
施
し
た
奈
良
・
京
都
で

の
散
策
は
、
単
な
る
物
見
遊

山
の
観
光
で
終
わ
ら
せ
る
の

で
は
な
く
、
事
前
に
設
定
し

た
テ
ー
マ
を
も
と
に
班
ご
と

に
効
率
よ
く
回
り
、
多
く
の

気
付
き
や
発
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
事
後
学
習
は
、
総
合
学
習

の
授
業
で
実
施
。
現
地
で
何

を
体
験
し
た
の
か
、
何
を
学

ん
だ
の
か
を
生
徒
自
身
の
言

葉
で
新
聞
に
ま
と
め
、
授
業

参
観
の
席
で
保
護
者
に
発
表

し
た
。
国
語
の
授
業
で
制
作

し
た
壁
新
聞
に
は
、
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
は
全
て

を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
っ
た
」
「
所
変
わ
れ
ば
品

変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
た
」
な
ど
、
思
い
思
い
の

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
修
学
旅
行
を
終
え
、
学
年

主
任
と
し
て
引
率
し
た
轡
田

く
つ
わ
だ

雄
介
教
諭
は
、
「
何
よ
り
奈

良
・
京
都
の
地
を
自
分
た
ち

の
足
で
回
っ
て
各
地
域
の
理

解
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
が
大

き
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

普
段
身
を
置
か
な
い
よ
う
な

生
活
環
境
の
中
で
、
人
の
温

か
み
に
触
れ
な
が
ら
、
地
域

特
有
の
文
化
や
暮
ら
し
を
学

ぶ
。
多
く
の
経
験
に
よ
っ
て

ま
た
一
つ
、
成
長
を
得
ら
れ

た
よ
う
だ
。

　
修
学
旅
行
の
実
施
時
期

は
、
依
頼
先
も
繁
忙
期
に
な

り
や
す
い
上
、
特
に
民
泊
体

験
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
衛

生
面
な
ど
確
認
事
項
も
多

い
。
「
だ
か
ら
こ
そ
、
旅
行

会
社
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
大
和
飛
鳥
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
）
と
の
密
な
連
携
は
不

可
欠
」
と
轡
田
教
諭
は
強
調

す
る
。
来
年
に
つ
な
げ
る
こ

と
と
し
て
、
「
実
施
時
期
は

梅
雨
で
、
当
日
も
雨
が
降
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
民
泊
体

験
の
活
動
が
制
限
さ
れ
た
。

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
代
替

策
を
用
意
で
き
れ
ば
」
「
飛

鳥
地
域
は
想
像
以
上
に
広

く
、
生
徒
の
宿
泊
先
が
点
在

し
て
い
た
た
め
移
動
に
時
間

が
か
か
っ
た
。
け
が
無
く
終

え
ら
れ
た
こ
と
は
幸
い
だ

が
、
万
が
一
の
事
態
に
い
つ

で
も
駆
け
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
安
全
対
応
策
を
練
り
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。


